
 

第２回大阪府大阪市医療・病床懇話会結果の概要 

 

１ 地域医療構想の推進に関する意見 

⇒（意見）病床機能 4 区分（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）の明確な定義が必

要ではないか。 

 

２ 病院の将来プランに対する意見・質問等 

○ 過剰病床への転換にかかる継続案件 

●医療法人医誠会から新病院基本構想案の修正について説明があった。 

⇒（意見）病床機能が回復期で「急性期一般入院料１」の診療報酬の取り方について、小児・ 

周産期医療について、医師・看護師等の人材確保について意見や質問があった。 

 

○ 2025 年に向けて過剰病床への転換、病床再稼働を予定している病院 

●次の項目について、病院を分類した。 

①回復期から過剰病床への転換  

(1)高度急性期・急性期への転換・・4 病院 

(2)慢性期への転換・・2 病院 

②回復期以外からの過剰病床への転換 

(1)慢性期から高度急性期・急性期への転換・・2 病院 

(2)高度急性期・急性期から慢性期への転換・・3 病院 

(3)高度急性期・急性期間での転換・・7 病院 

③過剰病床への再稼働のある病院 

(1)高度急性期・急性期での再稼働・・6 病院 

(2)慢性期での再稼働・・2 病院 

(3)病床機能不明での再稼働・・4 病院 

    ⇒（意見）本懇話会として、上記①(1)(2)、②(1)、③(1)の分類のうち、10 床以上の転換も

しくは再稼働のある病院に対し、地域医療構想調整会議において病院からの説明ま

たは文書による説明を求めることとする。 

 

３ 保健医療協議会においてプラン等の内容について説明を希望する病院 

    【①(1)の病院】   藍の都脳神経外科病院、第二大阪警察病院、吉栄会病院 

【①(2)の病院】   ボバース記念病院、芥川病院 

【②(1)の病院】   正和病院、越宗整形外科病院 

【③(1)の病院】  大阪みなと中央病院、済生会泉尾病院 
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